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はし添き

（１） 研究の背景

予防医学の発達および治療の進歩により脳卒中の死亡率は近年著明に

減少 して いるが、 その反面、 生存 し麻庫 な どの神経機能 障害を来す 患者

の数 は著明に増加 しており 杜会 的にも極 めて重大な間題 である。 脳 卒中

の申で特に脳梗塞などの虚血性脳疾患の占める割合は増加の一途をた ど

っている。 しか しなカ
§ら
、 神経機 能障害そ のものに対する 治療は、 理 学

作業療法 に頼 ら ざるを得ないのカ§現状 であり、 新たな治療 法の開発淋是

非とも必 要である。 脳梗塞後の神経機 能障害を軽減さ世るためには、 （ａ）

脳 梗塞巣 の縮小化、 あるい は、 （ｂ）神経機能 障害そのものを改善さぜる治

療法、 が必要 である。 我々 はこ れま で実験的脳虚 血において、 塩 基性線

維 芽 細 胞 成 長 因 子 （Ｂａｓｉｃ ｆｉｂｒｏｂｌａｓｔ ｇｒｏｗｔｈ ｆａｃｔｏｒ： ｂＦＧＦ）カミ神 経 機 能

回復 を促進さ造ることを報告 してきた。 また、ｂＦＧＦ は脳虚血巣を縮小さ

ぜる効果も有するこ とカ§報告され ている。 一方、 本 研究に用いた合 成 ピ

リ ミジン化合物（ＭＳ－８１８）は、 神経突起 の伸 長促進およ び神 経細胞 死抑制

効果 を有 し、 な お か つ ｎｅ岨ｏ廿ｏｐｈｉｃｆａｃ 鮒 ｓ の 作 用 を増 強、 修 飾 す る と

報告されている。 未 だ、 局所脳虚血 における報告 はないが、 合成 ピリ ミ

ジ ン化 合 物（ＭＳ－８１８）と ｂＦＧＦ の 併用 に よ り、 上 記（ａ）（ｂ）を 同 時 に 満 た しな

お かつ相 互増強効果淋大いに期 待できる。 また、 ｂＦＧＦ はその高分子ゆ完

に血液脳関門の通過カミ問題 となる淡、 ＭＳ－８１８ は低分子で非常に水 溶性で

ある ためそ の点では有 望な物 質である。 神 経栄養因子の 投与量をかなり

減 らす、 あるいはそれ にとっ てかわる 可能性も秘めている。 脳 卒中 をは

じめとする脳損 傷患者のお がれている 現状も考完あわせると、 神 経機能

障害の回復促 進に関する研究 分野は、 今後 】つの トピック になる ことは

間違いない。 実際の患者 にお ける治療 法の確立カミ待たれる。

（２） 研究結果の概略

我 々カ欄 発 した 実 験 的 脳 虚 血 モ デ ル（㎜ｏｄｉｆｉｅｄＴａ蜘岨ａ狐ｏｄｅ１， Ｓ－Ｄ ラ ッ

ト）を用 い て、 ＭＳ－８１８ の効 果 に 関 し検 討 した。

（ａ） 脳虚血巣縮小効果

合成 ピリミ ジン化合物（ＭＳ－８１８）単独の効果についてま ず検討を行っ

た。 ＭＳ－８１８ を脳虚血 作成と 同時な らびに２４ 時間後に腹腔内投与を行っ

た。 投 与 量 と して は、１㎜ｇ／ｋｇ，５ ㎎／ｋｇ，１０ ㎎／ｋｇ の グ ル ー プ を 作 成 し、



４８ 時間後の脳 梗塞巣の犬き さをコ ン トロ ールと比較 した。

脳 全 体、ｃｏｒｔｅｘ，ｓｔｒｉａｔ㎜ に 分 け て そ れ ぞ れ 検 討 した と こ ろ 前 ２ 者 に

おいて統計学的有意差をもって脳梗塞巣の縮小効果を認めた。Ｓ拉ｉａｔｕ棚

に 関 して は、 縮 小 傾 向 は 認 め たカ
ミ
、 有 意 差 は 認 め ら れ な かっ た。 ま た１、

濃度依 存性についても検討 したカミ、 今回の設定濃度の違いによる明らか

な差は認 められなかった。 すなわち明らかな濃 度依存性は認められなか

っ た。 さ ら に 臨 床 応用 の 点 か ら ｔｈ鋤ａｐｅ雌ｉｃ ｗｉｎｄｏｗ を 検 討 した。 今 回

の検 討では、 脳虚 血作成後３ 時問ま での効果は認め られたカミ、 脳虚 血直

後から投与をは じめた時よりも脳虚血縮小効果は小さかった。 すなわち、
ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｗｉ紬ｏｗ は 余 り 広 い と は 言 完ず、 投 与 方 法 の 工 夫カ

ミ必 要 と 考

完 ら れ た。

（ｂ） 神経機能障害回復促進効果

この動物モデルでは脳虚血作成後に明らかな神経機能障害（感覚運動

障害）カミ生 じる。 本年度 は、 急性期の神 経機 能障害の回復程度 に関 して検

討した。 グルー プは上記と同様である。 感 覚運動障害の評価 には我々カ
ミ

こ れ ま で 用 い て き た、 ｆｏｒｅ１ｉ㎜ｂ ｐ１ａｃｉ ㎎ ｔｅｓｔ，
ｈｉｎｄ１ｉ緬ｂ ｐ１ａｃｉ ㎎ ｔ⑧ｓｔ

を用いた。ＭＳ－８１８ 投与群 にて神 経症状 の改善カ§有意に認め られた。 やは

り 濃 度 依 存性 は 見 ら れ な い よ う で ある。 ｔｈｅｒａｐｅ碗ｉｃｗｉｎｄｏｗ に つ い て は

脳虚血３時間まではＭＳ－８１８投与群にて神 経症状 の改善カミ有意 に認 められ

た
。

（Ｃ） 作用機序

ＭＳ－８１８ の 神 経 保 護 効 果 に お い て、 ＭＡＰ ｋｉｎａｓｅ 系 の ｕｐｒｅｇ岨ａｔｉｏｎ カ
ミ

関与 しているこ とカミ示 唆された。
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１７． 野 嶋 琢也、 稲 見 昌 彦， 苗 村 潔， 川 俣
貴 一， 伊 関 洋， 舘 障 ：

カ 覚

のオーグメ ンテ ッ ドリアリティ を用い た手術支援シス テムの研究．

Ｖ Ｒ 医 学 １： ７８－８２．
２００２

１８
．
Ｋａｗａｍａｔａ Ｔ，

Ｙａ㎜ａｇｕｃｈｉ Ｔ，
Ｓｈｉｎ－ｙａ Ｋ，

Ｈｏｒｉ Ｔ； Ｄｉｙｅｒｇｅ犯ｃｅ ｉｎ

ｓｉｇｎａ１ｉｎｇ ｐａｔｈｗａｙｓ ｉｎｖｏ１ｙｅｄ ｉ瓜 ｐｒｏ狐ｏｔｉｏｎ ｏ
ｆ ｃｅ１１ ｙｉａｂ立１ｉｔｙ

㎜ｅｄｉａｔｅｄ ｂｙ ｂＦＧＦ，
ＮＧＦ
， ａ皿
ｄ ＥＧＦ ｉｎ ＰＣ１２ ｃｅ１１ｓ． Ｎｅ皿ｒ◎ｃ

ｈｅ獅 Ｒｅｓ ２８：

１２２１－１２２５． ２００
３

１９． 伊 関 洋、 村 垣 善 浩、 川 俣 貴
一
、 丸 山

隆 志、 林 基 弘、 苗 村 潔、

堀 智勝、 高倉 公朋： 脳神経
外科領域 にお けるハイ テク・低侵襲手

術 の 現 況 と 医 工 学 的支 援． 医 工 学治 療 １５： ４３－４８． ２００３

２０． 伊 関 洋、 材 垣 善 浩、 丸 山 隆志、 川 俣
貴 一、 堀 智 勝、 高 倉 公 朋：

イ

ンテ リ ジェ ン ト手 術 室 で の ＭＲＩ 手 術 実 績． 新 医療 ３０： ８３－８６． ２００３

２１． 川俣 貴一、 伊関 洋、 堀 智勝： 脳
神経外科領域におけるナ ビゲー

シ ョ ン シス テ ム の 現 状 と 将 来 展 望． 脳 外 ３１： ６０９－６１８． ２００３

２２． 岡 田 芳和、 川 島明 次、 川 俣
貴 一、 比 嘉 隆、 堀 智 勝、

島 健： 閉

塞性頭蓋休脳動 脈に対 する人 工血管 を用 いた血行 再建術． ＴｈｅＭｔ．

Ｆｕｊｉ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ ＣＶＤ ２１： ２１－２５．
２００３

２３． 川 島 明 次、 岡 田 芳 和、 川 俣 貴
一、 近 藤 惣

一 郎、 堀 智 勝
： 血 管 壁 超



音 波 エ コ ー 法 の ＣＥＡ 術 中 応 用．
Ｔｈｅ Ｍｔ． Ｆｕｊｉ Ｗｏｒ

ｋｓｈｏｐ ㎝ ＣＶＤ ２１：

１０５－１０８．
２００３

２４． 久 保 長 生、 川 俣 貴
一、 石 崎律 子、 囲 中雅 彦、

堀 智 勝： ９２ 例 のラ ト

ケ 嚢胞 の 臨床 病 理 像．．目 本内 分 泌 学会 雑 誌 ７９ ｓ哩ｐ
１．： ６１－６３． ２００３

２５． 三木 伸 泰、 小 野昌 美、 川 俣 貴
一、 久 保長 生、 堀 智 勝、

高 野 加 寿 恵：

ラトケ嚢胞の臨床像と手術適庵に関する考察． 目本内分泌学会雑誌

７９ ｓ胆ｐｐ１．
： ７０－７２

．
２００３

２６． 齋 藤 洋、 肥 塚 直 美、 伊 東 絵 美
奈、 加 藤 慶 子、 磯 崎

収、 小 原 孝 男、

川俣 貴一、 久保長
生、 堀 智勝、 高 野

加 寿恵：ＴＳＨ／ＧＨ産生下垂体腺腫

の 一 例． 貝
本 内 分 泌 学 会 雑 誌 ７９ ｓｕｐｐ１．： １５５

－１５７
．
２００３

２７． 竹下幹彦、 川
俣貴一：（亜急性）細菌性心内膜 炎 別刷目本臨床 領域

別症侯群シリー ズ４０ 精神 医学症侯群 皿 一器質・症状性精神 障害一

ＸＩ． 脳 器 質 性 ・
症 状 性 精神 障 害 せ ん妄． ２０６－２０９． ２００３

２８． 久保 畏 生、 川 俣 貴
一
、 丸 山 隆

志、 村 垣 義 浩、 閏
中 雅 彦、 目 山 博 文、

河 本 竹正、 堀
智 勝１Ｇｅｒ細ｃｅ１１ｔ㎜ｏｒ の 診 断 と 治 療 の 間題 点 に つい

て． Ｎｅ 岨ｏ
－０ｎｃｏ１ｏｇｙ． １３： ２４

－２９．
２００３

２９． 高 須 雄 一、 尭 山 哲 滝、 丸 山 隆
志、 川 俣 貴

一
、 閏 中

雅 彦、 久保 長 生、

堀 智 勝： 小 脳 に 原 発 し たｙｏ１ｋｓａｃｔ㎜ｏｒの 小 児 例． Ｎ⑧岨ｏ
－０㏄ｏ１ｏｇｙ．

１３： ５５－５９．
２００３

３０． 腕 。ｎ． Ｙ，
Ｕ 坦 ・ Ｈ，

Ｋ・ｗ・㎜・ｔ・ Ｔ， Ｈ・ｒ
ｉ Ｔ； Ｃ ㎝尤ｉｎｕ・旭・ １・ｒｙ ㎎・… ｐｉ・

ｖ ㏄ａ１ ｃ．ｒｄ 棚ｏｎｉｔｏｒｉ ㎎ ｆ・ｒ ｖａ・・ｕ１・ ｎ ａ１ｆ・ｒ胴 ｔｉ・ｎ ・ｕ㎎ ｅｒｙ
ｉｎ ｔｈ・

棚ｅｄ廻１１ａ ｏｂ１ｏｎｇａｔａ： Ｔｅｃｈｎｉｃａ１ ｎｏ尤ｅ．
Ｎｅｕτｏｓｕｒｇｅｒｙ ５４： ２３２

－２３５
．

２００４

３１． 川 俣 貴 一、 堀 智 勝：
高 プロ ラ ク チ ン血 症 の 治 療。 医 学 の あ ゆ み

２０８： ７７２－７７３． ２
００４

３２
．
Ｄａｉ狐ｏｎ Ｍ，

Ａｏ狐ｉ Ｓ，
Ｋａｗａ㎜ａｔａ Ｔ，

Ｋｕｒｏｓａｗａ Ｈ： Ｐｒａｖａｓｔａｔｉｎ， ａ

３－ｈｙ 虹・・ｙ－３一 鵬ｔｈｙ１ｇ１ 砒 ・ｒｙ
１ ・・… ｙ・・ Ａ ｒ・ｄ㏄ ｔ… ｉ・ｈｉｂｉｔ・ｒ・

ｒ．ｄｕ。。。 ｄ・１・ｙ・ｄ ｎ・雌 ㎝ ・１ ｄ・・ｔｈ ｆ・１１・ｗｉ ㎎ ｔｒ… ｉ・ 枇
ｆ・ 鵬ｂｒ・ｉｎ

ｉｓｃｈ．ｍｉ． ｉｎｔｈ． ａｄｕ１ 帷 就 ｈｉｐＰ ㏄・棚ｐｕｓ． Ｎ・岨 ・ｓｃ
ｉ Ｌ・ｔｔ３６２： １２２－１２６．

２００４

３３
．
Ｈ。。ｉ Ｔ，

Ｋ… ㎜・ｔ・ Ｔ，
Ｋ・ｂ・ ０： Ｓ 岨 ９ｉ・・１ ・・ｐ・・ｉ・・・…

ｆ ４５ ・・… ㎝ ｔｉ・・

。 蜘 ｉ・ｐｈ・ｒｙ ㎎ｉ・㎜・・． Ｉｎ 鮒 胴ｔｉ・ｎ・
１ Ｃ ㎝ ９ｒ… Ｓ・ｒｉ・・ １２５９・

Ｗ．ｔａｎ．ｂｅ Ｋ，
Ｉｔ・ Ｙ，

Ｋ・ｔ・ｙａ㎜・ Ｓ，
Ｇ・ｔ・ Ｈ， ・

ｄ： １０７－１１０
．
２００４

３４． 川 俣貴
一
、堀
智勝： 下垂体腫瘍． 員本 臨床 ６２別

刷 特集： 異所性

ホルモン産生腫瘍 臨床研究の進歩 症例研究一病因・病態と治療一

６



９５７－９６１
．
２００４

３５。
川 俣 貴 一、

岡 田 芳 和、
川 島 明 次

、
堀 智 勝： Ｎｅａｒ ㏄ｃ１ｕｓｉ㎝ を 呈 す

る 頸 部 頸 動 脈 狭 搾 病 変 に 対 す る ＣＥＡ． 脳 卒 中の 外 科 ３２： １８９－１９２，

２００雀

３６． 久 保 長 生、 川 俣 貴
一
、 閏 中 雅 彦、 佐 藤１真祐、 堀 智 勝１ Ｃｙｓｔｉｃ

ｎｅ似ｒｏｈｙｐｏｐｈｙｓｅａ１ ｇｅｒ伽ｉｎｏ緬ａ ｗｉｔｈ ｍａｓｓｉｖｅ ｇｒａｎｕ１ｏ㎜ａｔｏ担ｓ 芯ｅａｃｔｉｏｎ．

Ｎｅｕｒｏ－０ｎｃｏｌｏｇｙ． １３： １０１
－１０５．

２００３

３７
．
Ｋａｗａ細ａｔａ Ｔ，

０ｋａｄａ Ｙ，
Ｋｏｎｄｏ Ｓ，

Ｋａｗａｓｈｉｍａ Ａ，
Ｔｓｕｔｓｕ狐ｉ Ｙ，

Ｈｏｒｉ Ｔ：

Ｅｘｔ 蝸… ㎝１・ｒ ａｐＰ１ｉ・・ｔｉ・ｎ ・ｆ ａｎ ｉ 耐ｒａ・… 皿１・ｒ ｕ１ 廿 ・ｓ・仙ｎｄ （ＩＶＵＳ）

ｃａｔｈｅｔｅｒ ｄ迎ｒｉｎｇ ｃａｒｏｔｉｄ ｅｎｄａｒｔｅｒｅｃｔｏ血ｙ ｔｏ ｖｅｒｉｆｙ ｄｉｓｔａ１ ｅｎｄｓ ｏｆ

ｓｔｅｎｏｔｉｃ １ｅｓｉｏηｓ． Ａｃｔａ Ｎｅ皿玄ｏｃｈｉ㌻ （Ｗｉｅ皿
） １４６： １２０５－１２０９． ２

００４

（２） 口頭発表

１
．
Ｋａｗａ狐ａｔａ Ｔ，

Ｉｓｅｋｉ Ｈ，
Ｈｏｒｉ Ｔ： ３Ｄ－Ａ皿ｇｍｅｎｔｅｄ Ｒｅａ１ｉｔｙ ＮａＹｉｇａｔｉｏｎ

Ｓｙｓｔｅ鰯 Ｆｏｒ Ｅ皿ｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｐｉｔｕｉｔａｒｙ Ｓｕｒｇｅｒｉｅｓ．
Ａ狐ｅｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

ｏｆ Ｎｅ蛆ｒｏ１ｏｇｉｃａ１ Ｓｕｒｇｅｏｎｓ （ＡＡＮＳ） Ａｒ１灯ｕａ１ Ｍｅ⑧ｔｉｎ９． Ｃｈｉｃａｇｏ．

２００２．４．６
－１１

２． 川 俣 貴 一、 岡 田 芳 和、 近
藤 惣 一 郎、 川 蒔 明 次、 堀 智 勝： 血管 壁 超

音波エコー法を用いたＣＥＡ術中頚動脈病変の評価． 第２７回目本脳 卒

中 学 会． 仙 台． ２００２．４．２４－２５

３． 光 山 哲 滝、 川 俣 貴 一、 山 根 文 孝、 粟 屋 昭、 堀 智 勝１ ラ ッ ト脳 梗

塞モデルにおける合成ピリミジン誘導体による脳梗塞巣縮小効果と

運動感覚 機能改善効果の検討． 第２７回目本脳 卒申学会， 仙 台．

２００２
．
４
．
２４－２５

－

４． 川 俣 貴 一、 岡 閏 芳 和、 近 藤 惣
一郎、 川 島明 次、 堀 智 勝１ 血 管 壁 超

音波エコー法を用 いたＣＥＡ術中頚動脈病 変の評価． 第２１回目本脳神

経 超 音 波 学 会．
広 島． ２００２．５．２３

－２雀

５． 岡 固 芳 和、 川 島 明 次、 川 俣 貴
一
、 比
嘉 隆、 堀 智 勝、

島 健： 閉

塞性頭蓋外脳動脈に対する人工血管を用いた血行再建術． 第２１回

Ｔｈｅ Ｍｔ． Ｆ幻 ｉ Ｗｏ 秋 ｓｈｏｐ ㎝ ＣＶＤ。
名 古 屋

． ２
００２．８，

３１

６． 川 島 明 次、 岡 田 芳 和、 川 俣 貴
一
、 近 藤 惣

一 郎、 堀 智 勝：
血 管 壁 超

音 波 エ コ ー 法 のＣＥＡ術 中 庵 用． 第２１回Ｔｈ⑧ Ｍｔ． Ｆｕｊｉ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ㎝ ＣＶＤ．

名 古 屋． ２００２．８，３１

７． 松 家 犬 介、 正 宗 賢、 石 川 達 也、 川 俣 貴一、 材 垣 義 浩、 丸 山 隆 志、

平井信行、 鈴川孝
一、 堀 智 勝、 伊 関 洋： 拡 張現実感 によるナ ビ

ゲーショ ン表示 装置 一 プロ トタイ プ開発 一 第４１回目本 定位・機能



神 経 外 科 学 会．
松 本． ２００２．９．３０－１０，１

８． 川 俣 貴 一、 伊 関 洋、 村 垣 義 浩、 堀 智 勝： 神 経 内 視 鏡 ナ ビゲ ー シ

ョ ンは経 鼻孔下垂体腫瘍摘出術の成績向上に貢献 しうるか． 第６１回

目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 松 本． ２００２．１Ｏ．２
－１０．雀

９． 竹 下 幹 彦、 川 俣 貴 一、 糟 谷 英 俊、 井 涙 正 樽、 堀 智 勝： 抗 凝 固 療 法

下にお ける非外 傷性頭蓋内出血の治療一ＰＴ－ＩＮＲを指標と して一． 第

６１回 目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 松 本．
２００２
．
１０．２－１０．雀

１０． 川 島 明 次、 岡 閏 芳 和、 川 俣 貴 一、 恩 田 英 明、 比 嘉 隆、 堀 智 勝：

Ｇｏｒｅ－Ｔｅｘ人 工 血 管 を 皮 下 ト ン 字 ル に 用 い たｖｅｉｎ ｇｒａｆｔ ｂｙｐａｓｓ． 第６１

回 貝 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 松 本． ２００２．１０．２－１０，４

１１． 石 川 達 也、 松 家 大 介、 伊 関 洋、 正 宗 賢、 川 俣 貴 一、 村 垣義 浩、

丸山隆志、 南部 恭二郎、 鈴川 浩一、 平井信行、 堀 響勝： 新 しいナ

ビゲー ショ ン表示装置一ＡＲイメ ー ジオーバー レイ システムの開発 一．

第６１回 目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 松 本． ２００２．１Ｏ．２－１０．壬

１２． 丸 山 隆 志、 村 垣 義 浩、 川 俣 貴 一、 冒 山 博 文、 糟 谷 英 俊、 堀 智 勝： 錐

体斜 台部 腫 瘍 に 対 する 各 種ａｐｐｒｏａｃｈの 手 術 成 績． 第６１回 目 本脳 神 経

外 科 学 会 総 会． 松 本． ２００２．１０．２－１０，４

１３． 岡 閏 芳 和、 川 俣 貴 】、 川 島明 次、 堀 智 勝、 西 閏 正 樽、 島 健：

Ｃ㎝ｐ１ｉｃａｔｅな頸動脈狭搾病変 に対する シャ ントを用いた血栓内膜摘

除 術． 第６１回 目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会．
松 本． ２００２．１０．２－１０，４

１４． 天 野 耕 作、 久 保 長 生、 田 中雅 彦、 川 俣 貴 一、 丸 山 隆 志、 村 垣 義 浩、

目山博文、 堀 智勝： 髄液中胎盤型アルカリフォスファターゼ

（ＰＬＡＰ）を 指標 と したＧｅ醐ｉｎｏ狐ａの 診 断 と 治 療． 第６１回 目 本 脳神 経 外

科 学 会 総 会． 松 本． ２００２．１０．２－１０，
４

１５． 村 垣 義 浩、 伊 関 洋、 丸 山 隆志、 田中 雅 彦、 久 保 長 生、 川 俣 貴 一、

高 倉 公 朋
、
堀 智 勝： ｈｔｅ１Ｈｇｅｎｔｏｐｅｒａｔｉ㎎ ｔｈｅａｔｅｒに お け るＧ１ｉ㎝ａ

手 術 成 績． 第６１回 目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 松 本． ２００２．１０．２－１０，４

１６． 大 野 雅 晴、 岡 閏芳 和、 伊 関 洋、 川 俣 貴 一、 川 島 明 次、 氏 家 弘、

恩 田英 明、 堀 智 勝：ＯｐｅｎＭＲＩを用 い たＡＶＭ手 術． 第６１回目 本 脳 神 経

外 科 学 会 総 会．
松 本． ２００２．１０．２－１０，４

１７。 田 申 雅 彦、 久 保 長 生、 川 俣 貴 一、 丸 山 隆 志、 目 山 博 文、 村 垣 義 浩、

堀 智 勝： 鞍上部腫瘍 に診 断に関する髄液中胎盤型アルカ リフォス

ファ タ ー ゼ （ＰＬＡＰ） の 役 割． 第７回 目 本 脳 腫 瘍 の 外 科 学 会． 岐 阜．

２００２．１１．１－１１，２

１８． 久 保 長 生、 川 俣 貴
一
、 目 山博 文、 村 垣 義 浩、 丸 山 隆 志、 坂 寄 隆 司、

堀 智勝： 脳腫瘍の術中迅遠病理の重要性と免疫組織化学的検索の

８



ルーチン化につ いて． 第７回目本脳腫瘍の外科学会． 岐阜．

２００２．１１．１
－１１，２

１９． 川 俣 貴 一、 伊 関 洋、 村 垣 義 浩、 堀 智 勝： 神 経 内 視 鏡 ナ ビゲ ー シ

蔓ン支援 による経鼻孔 下垂体 腫瘍摘出術． 第７回目本脳 腫瘍の外科

学 会． 岐 阜． ２００２．１１．１－１１，２

２０． 野 鳴 琢 也， 稲 見 昌 彦， 苗 村 潔， 川 俣 貴 一， 伊 関 洋， 舘 曄： オ
ー

グメ ンティ 時リアリティ を用いた力覚 手術支援システ ムの開発． 目

本ＶＲ医 学 会 第 二 回学 術 大 会． 東 京． ２００２．１１．３０

２１． 野 嶋 琢也， 稲 見 昌 彦， 苗 村 潔， 川 俣 貴 一， 伊 関 洋， 舘 障： オ ー

グメ ンティ 時リアリティ を用 いたカ覚 手術支援システ ムの開発． 第

１１回 目 本 コ ン ピ ュ ー タ ー 外 科 学 会 大 会．
大 阪． ２００２．１２，１

２２． 久 保 長 生、 川 俣 貴 一、 石 崎律 子、 固申 雅 彦、 堀 智 勝１ ラ トケ 嚢胞

の 臨 床病 理 像． 第１３回 目 本 間 脳 下 垂 体 腫瘍 学 会． 松 江． ２００３．２． 蝸

２３． 佐 囲 晶、 肥 塚 直美、 福 田い ず み、 川 俣 貴 一、 伊 東 絵美 奈、 材 上祐

子、 犬 久 保 由 美 子、 塚 剛頃子、 石 崎 律 子、 堀 智 勝、 高 野加 寿 恵： 下

垂体およ び下垂体近傍腫瘍の 術後にみ られる 低Ｎａ血 症に関する検 討．

第１３回 目 本 間脳 下 垂体 腫 瘍 学会． 松 江． ２００３．２．仁５

２４． 三 木伸 泰、 小 野昌 美、 川 俣 貴
一
、
立木 美 香、 久 保 長 生、 堀 智 勝、

高野加寿恵１ ラ トケ嚢胞の 臨床像と 手術適応に関する考察． 第１３回

胃 本 間 脳 下 垂 体 腫 瘍 学 会。 松 江． ２００３．２．４－５

２５． 森 澤 華 子、 川 俣 貴 一、 久 保 長 生、 堀 智 勝： 自 然 退 縮 を 来 た した ラ

トケ嚢胞の２手術例． 第１３回胃本間脳下 垂体腫瘍学会． 松江．
２００３．２．４－５

２６． 川 俣貴一、 堀 智勝： 経鼻的下垂体腫瘍摘出術連続３００例における手

術戦略：特に硬 膜操作 の重要性について． 第１３回目本間脳 下垂体腫

瘍 学 会． 松 江． ２００３，２． 仁
５

２７． 斉 藤 洋、 肥 塚 直 美、 伊 東 絵 美 奈、 加 藤 慶 子、 磯 崎 収、 小 原 孝 男、

川俣貴一、 久保長 生、 堀 智 勝、 高 野加 寿恵：ＴＳＨ／ＧＨ産生下垂体腺

腫 の 一 例． 第１３回 目本 間脳 下 垂 体 腫 瘍 学会． 松 江． ２００３．２．４－５

２８． 囲 中 雅 彦、 久 保長 生、 川 俣 貴一、 目 山博 文、 村 垣 善 浩、 丸 山 隆 志、

堀 智 験 小 児 視床 下部ｐｉ１ｏｃｙ拭ｃａｓｔｒ㏄ｙｔ㎝ａの 臨床 病 理 像． 第１３

回 目 本 問 脳 下 垂 体 腫 瘍 学 会． 松 江． ２００３．２．４－５

２９。 久 保 長 生、 川 俣 貴 一、 丸 山 隆 志、 囲 中 雅 彦、 冒 山 博 文、 堀 智 勝：Ｇ班㎜

ｃｅ１１ｔ㎜ｏｒの 診 断 と 治 療 の 間 題点 につ い て． 第２５回 ニ ュ ー 口 ・ オ ン

コ ロ ジ ィ の 会． 東 京． ２００３．４．１２

３０． 高 須 雄 一、 光 山 哲 滝、 丸 山 隆志、 川 俣 貴“、
久保 長 生、 堀 智 勝： 小

脳ｙ◎１ｋｓａｃｔ蜘ｏｒの 小 児 例． 第２５回 ニ ュ ー 口 ・ オ ン コ ロ ジ ィ の 会．
東



月、．
２００３
．
４
．１２

３１． 川 俣貴一 、 久保長 生、 堀 智勝： 下垂体腺 腫にお ける 腫瘍周辺組織

の臨床・病理学 的意義． 第２１回目本脳腫瘍病理学会． 東京．
２００３．５．１－３

３２． 川 俣貴一、 堀 智勝： ラヅ ト局所脳虚血モデルにおける神 経栄養因

子、
ピ リ ミ ジ ン 誘 導 体 に よ る 治 療． 第７回Ｊ・Ｋ・Ｗフ ォ ー ラ ム． 東 京．

２００３．５．１０

３３． 川 島 明 次、 岡 閨 芳 和、
川 俣 貴 一

、 堀 智 勝： ｎｅａｒ ㏄ｃ１ｕｓｉ㎝ を 呈 す

る頸部頸動脈高度狭窄病変に対するＣＥＡ． 第２回目本頚部脳血管治療

学 会
． 岡 山． ２００３．６．６・７

３４． 川 島 明 次、 岡 田 芳 和、 川 俣 貴 一、 堀 智 勝： 頸 動 脈 狭 搾 病 変 に 対 す

る頸動脈内膜剥 離術の 工夫， 第２８回胃本外科系連合学会学術集会．
東 京． ２００３．６．２０－２１

３５． 高 須 雄 一、 光 山 哲 滝、 丸 山 隆志、 川 俣 貴一、 久 保 長 生、 堀 智 勝： 小

脳 に 原 発 したｙｏ赦 ｓａｃｔ㎜ｏｒの１症 例． 第３１回 目 本 小 児 神 経 外 科 学 会．
新 潟． ２００３．７．２－４

３６・ 囲 中 雅 彦、 久 保 長 生、 目 山 博 文、 川 俣 貴一、 村 垣 善 浩、 丸 山 隆志、
河 本 竹 正、 堀 智 勝： 小児 視 交叉 ・ 視床 下部ｐｉ１㏄ｙｔｉｃａｓｔｒ㏄ｙｔ㎝ａ

４例 の長期 治療成績． 第３１回目 本小児神 経外科 学会． 新潟．
２００３．７．２－４

３７． 伊 藤 要、 谷 茂、 竹 下 幹 彦、 川 俣 貴 一、 久 保 長 生、 堀 智 勝： 腎

不 全、 下垂 卒中を伴う 巨大下垂体腫瘍の一例． 第５７回茨城県脳神経

外 科 集 談 会． つ く ば 市． ２００３．７．１２

３８． 岡 固 芳 和、
川 島 明 次

、 州 俣 貴
一
、
堀 智 勝、 島 健：ｓａｐｈ㎝ ㎝ｓｖｅｉｎ

ｇｒａｆｔを 用 い たｈｉｇｈ ｆ１ｏｗ ｂｙｐａｓｓの 工 夫． 第２２回Ｔｈｅ Ｍｔ． Ｆｕｊｉ

Ｗ◎ｒｋｓｈｏｐ ｏｎ ＣＶＤ． 長 崎． ２００３．８．３０

３９． 川 島 明 次、
岡 田 芳 和、 川 俣 貴

一
、
堀 智 勝； ｓｉ１ｉｃｏｎｅ ｒｕｂｂｅｒ ｓｔｅｎｔ

を 用 い たＳＴＡ－ＭＣＡ ａｎａｓ尤㎝ｏｓｉｓの 工 夫． 第２２回Ｔｈｅ Ｍｔ． Ｆｕｊｉ Ｗｏ放ｓｈｏｐ
ｏｎ ＣＶＤ． 長 崎． ２００３，８．３０

蛆 川俣 貴一、 岡固芳和、 川 島明次、 堀 智勝： 外頸動脈高度狭搾 を伴

う 内 頸 動 脈 閉 塞 に 対 す るＳＴＡ－ＭＣＡ ａｎａｓｔ㎝ｏｓｉｓの 工 夫． 第２２回Ｔｈｅ Ｍｔ．
Ｆｕｊｉ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ㎝ ＣＶＤ． 長 崎． ２００３．８．３０

４１． 吉 原 愛、 三 木 伸 泰、 小 野 昌 美、 牧野 玲 奈、 関 敏 郎、 川 俣 貴 一、
久保長生、 堀 智勝、 高野加 寿恵： ヒ トＦＳＨ産生 下垂体 腫瘍からの ゴ

ナ 肘トロ ピン産生と中枢性、 末梢性 シグナルの影響． 第３０回目本神

経 内 分 泌 学 会． 横 浜． ２００３．９．１１－１３

４２． 森 澤 華 子、 川 俣 貴 ’、 囲 中 雅 彦、 久 保 長 生、 堀 智 勝： 長期 観 察 し

１０



得た松果体実質細胞腫の一例． 第９１回貝本脳神経外科学会関東地方

会
．
東 京
． ２００３．９．２０

雀３． 川俣 貴一 、 伊関 洋、 堀 智勝： 経鼻孔下垂 体腫瘍摘出術における

神 経内視鏡およ びナ ビゲー ショ ンシステムの役割． 第６２回目本脳神

経 外 科 学 会 総 会． 仙 台． ２００３，１０．１
－３

独． 川 島 明 次、 岡 閏 芳 和、 川 俣 貴 一、 堀 智 勝： テ ン ト上 病 変 に 対 す る

ｈｉｇｈ ｆ１◎ｗ ｂｙｐａｓｓ． 第６２回 目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 仙 台．

２００３．１０．１－３

４５． 竹 下 幹 彦、 糟 谷 英 俊、 川 俣 貴 ’、 井 澤 正 博、 堀 智 勝：Ｗａｒｆ跡ｉ胴ｔｉ㎝

中の非外傷性頭蓋内出血の治療 一ＰＴ－ＩＮＲ値 を指標と して一． 第６２回

目 本 脳神 経 外 科 学会 総 会． 仙 台． ２００３，１０．１－３

雀６． 久 保 長 生、 川 俣 貴 一、 閏 申雅 彦、 石 崎律 子、 堀 智 勝： ９２例 の ラ ト

ケ嚢胞の臨床病 理像． 第６２回 目本脳神 経外科学会総会． 仙台．

２００３．１０．１－３

雀７． 川 俣貴一 、 伊関 洋、 堀 智勝： 経鼻孔下垂体腫瘍摘出術にお ける

神経内視鏡およびナ ビゲーショ ンシステ ムの役割． 第８回目本脳腫

瘍 の 外 科 学 会． 沖 縄． ２００３． ｕ．７－８

４８． 川 俣貴一 、 久保長生、 堀 智勝： 周辺 組織 の臨床・病理学的所見に

基づいた下垂体腺腫摘出術． 第８回目 本脳 腫瘍の 外科 学会． 沖 縄．
２００３．１１．７

－８

４９． 久 保 長 生、 閏 中 雅 彦、 州 俣 貴 一 、 丸 山 隆
志
、 村 垣 義 浩、 目 山 博 文、

堀 智 勝： Ｇｅ玄㎜ ｃｅ１１ 尤㎜ｏｒの 診 断 と 治 療 の 問題 点 につ いて． 第８回

目 本 脳 腫 瘍 の 外 科 学 会． 沖
縄
。 ２００３．１１．７－８

５０． 田 中 雅 彦、 久 保 長 生、 川 俣 貴
一
、 堀 智 勝：ＴＳＨ産 生 下 垂 体 腺 腫 の３

例． 第８回 員 本 脳 腫 瘍 の 外 科 学 会． 沖 縄． ２００３．１１．７
－８

５１． 大 門 雅 広、 川 俣 貴 一、 堀 響 勝、 青 見 茂 之、 黒 澤 博 身： ㎜Ｇ－ＣｏＡ還 元

酵素阻害薬の遅発性脳神経細胞死に対する保護作用． 第１５回神経損

傷 の 基 礎 シ ン ポ ジ ウ ム． 東 京． ２００３．１１．２９

５２． 久 保 長 生、 川 俣 貴 一、 閏 中 雅 彦、 佐 藤１真祐、 堀 智 勝１ 組 織診 断 困

難 な傍 鞍 部 腫 瘍 の 一 例． 第２６回 ニ ュ ー 口・ オ ンコ ロ ジィ の 会． 東 京．

２００３．１２．１３

５３
．
Ｉｓｅｋｉ Ｈ，

Ｎａｋａｍ担ｒａ Ｒ，
Ｍｕｒａｇａｋｉ Ｙ，

Ｍａｒ皿ｙａ㎜ａ Ｔ，
Ｋａ椛ａ㎜ａｔａ Ｔ：

Ｐｅｒｓｅｐｔｉｖｅｓ ｆｒｏｍ Ｊａｐａｎ －Ｐ云ｅｃｉｓｉｏｎ－ｇｕｉｄｅｄ ｓ皿ｒｇｅｒｙ一．
０Ｒ２０２０

Ｗｏτ次ｓｈｏｐ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｒｏｏ㎜ ｏｆ ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ． Ｅ１１ｉｃｏｔ Ｃｉｔｙ（ＵＳＡ）．

２００４．３．１８－２０

５４． 川俣貴一 、 伊関 洋、 久保長生、 堀 智勝： 顕微鏡と神経内視鏡を

併用 した経鼻的 下垂体腫瘍摘出術の適庵と限界． 第１忽回目本間脳 下
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垂 体 腫 瘍 学 会． 金 沢． ２００４．２．３－４

５５． 岡 見 修 哉、 川 俣
貴 一 、 久 保 長 生、 堀 智 勝： Ｓ岬ｒａｓｅＨ 班 ｉ㎜ 就 ㈱

ｔｅ畑ｔｏ㎜ａの２例． 第１４回 目 本 間 脳 下 垂 体 腫 瘍 学
会
．
金 沢． ２００４．２．３－４

５６． 関 敏 郎、 小 野 昌 美、 三 木 伸 泰、 川 俣 貴
一
、 西
巻 桃 子、 久 保 長 生、

肥塚 直美、 堀 智 勝、 高野加寿恵： 下垂体卒中発症後早期の軽度

ＩＧＦ－１増加 で発 見できた無症侯性ＧＨ産 生腺腫． 第１４回目本間脳下垂

体 腫 瘍 学 会
，
金 涙． ２００４．２．３－４

５７． 立 木 美 香、 塚 田 順 子、 斎 藤 洋、 福 閏 い ず み、 肥 塚 直美、 川 俣 貴
一
、

久保長 生、 堀 智勝、 高野加 寿恵：
ブ 肝ウ糖負 荷でＧＨ洲 ㎎／鋤１以下

に抑制されたＩＧＦ－１高値の先端巨犬症 の一例． 第１４回目本間脳下垂

体 腫 瘍 学 会． 金 沢． ２００雀．２．３－４

５８． 栗 本 真 紀 子、 福 囲 い ず み、 肥 塚 直 美、 田 辺 晶 代、 成瀬 光 栄、 川 俣 貴

一 、 久保長 生、 堀 智勝、 高野加寿恵： 下垂体腫瘍周 辺部にのみＧＨ

陽性細胞塊を認めた先端巨大症の一例． 第１４回目本間脳下垂体腫瘍

学 会． 金 沢． ２００４．２．３－４

５９． 閨 中 雅 彦、 川 俣 貴
一
、 久 保 長 生、 堀 智 勝：↑ＳＨ産 生下 垂 体 腺 腫 の３

症例． 第１４回員 本 間脳 下垂 体 腫瘍 学 会． 金 沢． ２００４．２．３－４

６０． 氏 家 弘、 川 俣 貴 一 、 高 橋 範 吉、 鈴 木 嘉 昭、 久 保長 生、 堀 智 勝１ イ

オン ビー ム照射 により 組織適合性を 改善 したｅＰＴＦＥ人工硬膜． 第１４

回 目 本間 脳 下 垂 体 腫 瘍 学会． 金 涙． ２００４．２．３－４

６１． 森 澤 華子、 川 俣 貴一 、 囲 申 雅 彦、 久 保 長 生、 堀 智 勝１ 長 期 観 察 し

得た松果体実質細胞腫の一例． 第１４回員本聞脳 下垂体 腫瘍学会． 金

涙
．
２００４
．
２
．
３－４

６２． 岡 閏 芳 和、 川 島 明 次、 川 俣 貴
一
、 酒 向 正 春、 堀 智 勝、 山根 冠 児、

西田正博、 島 健： 頸部頸動脈狭窄症に対する外科的治療方針 一現

時点でのＣＥＡの間題点と対策． 第３３回目本脳卒中の外科 学会。 名 古

屋． ２００４．３．１９－２０

６３． 川 島 明 次、 岡 田 芳 和、 比 嘉 隆、 川 俣 貴
一
、 氏 家 弘、 堀 智 勝：

ｔｒａｐｐ文㎎後も増大 を続けた血栓化巨大椎骨動脈瘤の手術例． 第３３回

員 本 脳 卒 中 の 外 科 学 会． 名 古 屋． ２００４．３．１９
－２０

６４． 川俣貴一、 岡閏芳和、 川 島明次、 堀 智勝１ 外頸動脈高度狭搾 を伴

う内 頸 動 脈 閉塞 に対 す るＳＴＡ－ＭＣＡａｎａｓｔ㎝ｏｓｉｓの 工夫． 第３３回 目 本 脳

卒 中 の 外 科 学 会． 名
古 屋
． ２００４．３．１９

－２０

６５． 川俣 貴一： 経鼻的経蝶形骨洞下垂体腫瘍摘出術における内視鏡

ｎａｖｉｇａｔｉ㎝の 役 割． 第１３回 脳 神 経 外 科 手術 と 機 器 学会． 東 京．

２００４．３．２２
－２３

６６。 川 俣 貴 一、 田 中 雅 彦、 伊 関 洋、 久保 長 生、 堀 智 勝： 経 鼻 的 下 垂

１２



体腫瘍摘出術３８３例の経験． 第１２回河閏町脳神経殊科懇語会． 東京．

２００４．３．２
７

６７． 川 俣 貴 一、 林 基 弘、 井 沢 正 博、 堀 智 勝： 下垂 体腺 腫 に対 す る 治

療戦 略： ガンマナイ フの役割． 第１３回目本定位 放射線 治療学会． 東

京． ２００４．７．１０

６８． 川 島 明 次、 岡 田 芳 和、 川 俣 貴
“
、 堀 智 勝： 椎骨 動 脈 解 離性 動 脈 瘤

の 治療 法選 択 と 予 後 の 検 討． 第２３回 ＴｈｅＭｔ． Ｆ蝋 Ｗｏ秋ｓｈ◎ｐ ㎝ ＣＶＤ．

東 京． ２００４．８．２８

６９． 川 俣貴一： 脳動静脈奇形の画像診 断および治療． 第１４回脳血管 シン

ポ ジ ゥ ム． 大 阪． ２００４．９．１１

７０． 川 俣貴一、 伊関 洋、 堀
智勝１ 経鼻的下垂体腫瘍摘出術の治療成

績、 安 全性向上のための工夫 」 神 経内視鏡およびナ ビゲーションの

応 用 一． 第 ６３ 回目 本 脳 神 経 外 科 学 会 総 会． 名 古 屋． ２００４．１０．６－９

７１． 川 俣貴一、 伊関 洋、 久保長
生、 堀 智勝： 内視鏡支援 経鼻孔下垂

体腫瘍摘出術４００例 の経 験． 第１１回胃本神経内視鏡学会． 新潟．
２００４．１１．４－５

７２． 川俣貴一、 囲申雅彦、 伊関 洋、 堀 智勝： 経鼻孔下垂体腫瘍摘出

術における術中ナ ビゲーションシステ ムの役割． 第９回目本脳腫瘍

の 外 科 学 会． 金 沢． ２００４．１１．１１－１２

７３． 川 俣 貴 一、 林 基 弘、 井 沢 正 博、 久保 長 生、 堀 智 勝：下 垂体 腺 種 の

治療戦略 におけるガンマナイ フの役割． 第９回目本脳腫瘍の外科学

会． 金 涙． ２００４．１１．１１－１２

（３） 出版物

１． 伊 関 洋、 川 俣 貴
一
、 村 垣 義 浩、 平井 信 行、 堀 智 勝 ： オ

ー グメ ン

テッ 肝リアリティナ ビゲー ショ ン． 一 トルコ鞍とその周 囲の 解剖一

顕微鏡下手術のた めの脳神経外科解剖Ｘ１ｙ ２９－３２． ２００２

２． 川 俣 貴 一、 伊 関 洋、 村 垣 義 浩、 堀 智 勝： 術 申 ＭＲＩ モ ニ タリ ン
グ．

先端医療シリー ズ１６・脳神 経外科 機能的脳神 経外科の最先端， 高

倉 公朋、 菊 池 晴 彦編、 先 端 医 療 技
術研 究所、 東 京、 ｐｐ３７９－３８３． ２００２

３． 堀 智 勝
、
川 俣 貴 一

、
上 川 秀 士 ： 内 視 鏡 ・ａｕｇ鵬ｎｔｅｄｒｅａ１ｉｔｙ 支 援 下

経鼻的下垂体部腫瘍摘出術． 脳腫瘍の外科 （最新のテクノロ
ジー を

用いだ疋中部および脳幹・間脳腫瘍の手術） 長尾省吾編 メディカ出

版 ＰＰ３８－４７．
２００２

４
．
０ｋａｄａ Ｙ，

Ｈｏｒｉ Ｔ，
Ｋａｗａ㎜ａｔａ Ｔ，

Ｓｈｉ㎜ａ Ｔ： Ｒｅｔｒｏａ凹ｒｉｃｕ１ａｒ ｓｕｂｃ似ｔａｎｅｏｕｓ

Ｄａｃｒｏｎ ｏｆ Ｇ◎汐ｅ－Ｔｅｘ ｔ担ｎｎｅｌ ｆｏｒ ｅｘｔｒａｃｒａΩｉａ１－ｉ灯ｔｒａｃｒａｎｉａ１

１３



ａ皿ｔｏ１③ｇｏ担ｓ ｖｅｉｎ ｂｙｐａｓｓ．
Ｄｅｖｅ１ｏｐ獅ｅｎｔｓ ｉｎ Ｎｅ廻をｏｓｃｉｅｎｃｅ．

Ｗａｔａハａｂｅ

Ｋ
， ｅ
ｄ
．，
Ｅ１ｓｅｙｉｅτ，

Ａ㎜ｓｔｅｒｄａ㎜，
４３７－４４４

．
２００２

５． 川 俣 貴 一、 岡 閏 芳 和、 島 健、 堀 智 勝：丁 字型 シャ ン トシス テ ム を

用いたＣＥＡ． 先端医療シリ ーズ１７・脳神経外科 脳血管障害の最新

医 療， 菊 池 晴 彦 編、 先 端 医 療 技 術 研 究 所、 東 京、 ｐｐ１９７－２００． ２００２

６． 川 俣 貴 一、 堀 智 勝 ： 視 床 下 部 ・ 下 垂 体 腫 瘍 の 手 術 療 法． 内 分 泌 ・

代 謝 疾 患 の 治 療 と 看 護． ｐｐ８３－８８． ２００３， 南 江 堂， 東 京

７． 州俣 貴一、 堀 智勝：下垂体腫瘍の放射線療法． 内分泌・代謝疾患

の 治 療 と 看 護． ｐｐ８９－９２．
２００３
，
南 江 堂

，
東 京

８． 川俣 貴一： ク ラニオ トーム、
土 ア 汽リル． 医療機 器事典 （医療機器

事典 編集委員会、 産業調査会 事典出版センター、 宇都宮敏男扁）
６５３－６５雀

，
２００２

９． 川俣 貴一： 頭部 手術固定装置． 医療機器事典 （医療機器 事典 編集

委員会、 産業調 査会 事典出版セ ンタ ー、 宇都宮敏男扁）６５４． ２００２

１０． 川 俣 貴一、 伊 関 洋、 村 垣義 浩、 堀 智 勝 ： 神 経 内 視 鏡 ナ ビ ゲー シ

ョ ンを併用 した経鼻孔下垂体腫瘍 摘出術． 脳腫 瘍の外科 （手 術によ

る根治性と神経機能） 坂井 昇編 メ ディカ出版 ｐｐ３１６－３２１． ２００３

１１． 久 保 長 生、 閨 申雅 彦、 川 俣 貴 一、 丸 山 隆志、 材 垣 義 浩、 目 山 博 文、
堀 智 勝 …１１０ 例 の 頭 蓋 内 Ｇｅｒ狐ｃｅＨ ｔｕ㎜ｏｒ の 臨床 病 理像． 脳 腫 瘍 の

外科 （脳腫瘍外科のコンセプトと治療予後向上の工夫） 吉井與志彦

編 メ ディ カ 出 版 ｐｐ２６１－２６８． ２００４

１雀




